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メニーコアアーキテクチャで効率的に動作する粒子シミュレーショ
ンコードの開発

Development of high-performance particle simulation codes on many-core 
architecture
谷川衝

東京大学大学院総合文化研究科

1. 研究目的：本プログラムの目的は，大規模並列環境で動作する粒子シミュレーション
コードの開発を支援するフレームワークであるFDPSを用いて，メニーコアアーキテク
チャ上で効率的に動作するアプリケーションを開発することである．FDPSを用いる
と，任意の粒子シミュレーションコードを開発することが可能である．本プログラム
では，宇宙分野でよく用いられる重力N体シミュレーションコードとSPHシミュレー
ションコードの開発をする．これらのコードがGPU及びXeon Phiで動作するようにす
ることが本研究の目的である．

2. 研究成果の内容：本研究では，COMAすなわちXeon Phi上での重力N体シミュレーショ
ンコードを動作させた．その結果，１ノードあたりの性能は，同等の理論性能を持つ
Intel Xeonクラスタである国立天文台のスーパーコンピュータであるアテルイに比べて，
7割程度低かった．性能が低かったとはいえ，同等の理論性能の場合，動作周波数の
高いIntel Xeonのほうが性能が高いのは当然であり，7割程度しか性能が低くなかった
のは，FDPSが効率的にXeon Phiを使用できていることの証拠と言える．

3. 学際共同利用として実施した意義：学際共同利用として実施することによって，大規
模計算を実行することができ，大規模並列計算を行った場合のコードの性能のベンチ
マークテストを行うことができた．

4. 今後の展望：今後はOakforest-PACS(OfP)上やHA-PACS/TCAで動作するコードの開発を
行う．OfP上では重力N体シミュレーションコードやSPHシミュレーションコードはす
でに動作している．これはCOMA上で動作するように開発したことによる１つの成果
である．さらにHA-PACS/TCA上でこれらのコードを動作させることによって，これら
のコードの汎用性を高めていく．

5. 成果発表
(1) 学術論文　なし
(2) 学会発表

• “Numerical studies of tidal disruptions of white dwarfs”, The 7th East Asian Numerical 
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Astrophysics Meeting，2016年10/24-10/28，中国北京，谷川衝（招待講演）
• “星団の形成と力学進化および星団内での連星形成に関する研究”，第２９回理論
懇シンポジウム，2016年12/20-12/22，仙台，谷川衝（招待講演）
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＝記入上の注意＝
A4二枚程度を目安にご記入ください。
図表を含めて構いません。（他の文献から図版等を引用する際には、著作権法を遵守してください）
1. から5. の項目については、変更していただいても構いません。
PDFでご提出ください（赤字を消してPDF化してください）
左上の「受付ID」には、採択通知記載の受付番号をご記入ください。（不明の場合は空欄でも構いませ
ん）
左上の「分野」には、申請時の分野をご記入ください。
課題名（和文）は14pt、課題名（英文）および代表者氏名・所属は12pt、その他の文字は10.5ptで作成し
てください。
提出いただいたPDFは、筑波大学計算科学研究センターのWebページにて公開させていただきます。

使用計算機 使用計算機に 配分リソース

HA-PACS ⚪ 300

HA-PACS/TCA 100

COMA 225
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